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わ
た
く
し
た
ち
の
健
康

日曜・休日に実施している医療機関 午前10時～午後４時

月日 場所 施　設　名 科　　目 電話（048） 場所 施　設　名 科　　目 電話（048）

12

2 朝霞 宮戸クリニック 外・内・
整外・肛 474-5103 和光 大森耳鼻咽喉科医院 耳 467-3314

9 新座 野火止クリニック 内・小・循内 479-5698 志木 かとう整形外科・
リハビリテーション科 整外・リハ 486-3770

16 朝霞 ひるま小児科
クリニック 小 466-0320 和光 和光内科外科診療所 内・外・皮・

小・リハ 466-2235

23 志木 わかばこども
クリニック　

小・アレ・
皮・内 423-4749 新座 志木南口クリニック

内・外・小・
消内・整外・
肛・リハ

485-6788

24 朝霞 富岡医院 内・循内・小 461-7581 和光 和光駅前クリニック
外・内・小・
整外・消内・
肛・リハ

460-3466

※当番医は変
更になる場合
があります。
確認してから
お出かけくだ
さい。

カテーテル手術：経カテーテル
弁膜症治療の進歩
朝霞地区医師会　工

く

藤
どう

樹
みき

彦
ひこ

☎464-4666
わたくしたちの健康

　

心
臓
は
、
左
心
室
・
右
心
室
・
左
心

房
・
右
心
房
の
４
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
、

血
液
を
全
身
に
循
環
さ
せ
る
ポ
ン
プ
の

働
き
を
し
て
い
ま
す
。
全
身
に
酸
素
を

送
り
届
け
終
わ
っ
た
血
液
（
静
脈
血
）
は
、

右
心
房
→
右
心
室
→
肺
の
順
に
流
れ
ま

す
。
肺
で
二
酸
化
炭
素
を
放
出
し
、
酸

素
を
取
り
込
ん
だ
綺
麗
な
血
液
（
動
脈

血
）
は
、
左
心
房
→
左
心
室
→
大
動
脈

と
流
れ
、
再
び
全
身
に
送
り
出
さ
れ
ま
す
。

　

血
液
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
は
、
１
日

約
10
万
回
の
心
臓
の
拡
張
・
収
縮
に
よ

る
ポ
ン
プ
機
能
に
よ
り
行
わ
れ
ま
す
。

心
臓
の
各
部
屋
の
入
口
と
出
口
に
は
心

臓
弁
と
言
わ
れ
る
一
方
通
行
の
扉
が
あ

り
、
血
液
の
流
れ
を
円
滑
に
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
心
臓
弁
に
お
け
る
障
害
が

弁
膜
症
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、「
狭き

ょ
う

窄さ
く

症し
ょ
う

（
弁
が
硬
化
し
て
開
き
に
く
く
な
る
病

態
）」
と
「
閉
鎖
不
全
症
（
開
い
た
弁
が

完
全
に
閉
ま
ら
な
い
こ
と
に
よ
り
血
液

が
元
の
部
屋
に
逆
流
す
る
病
態
）」
の
２

種
類
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
現
在
は
、
高

齢
者
の
動
脈
硬
化
性
疾
患
に
よ
る
大
動

脈
弁
の
狭
窄
症
の
増
加
と
、
変
性
疾
患

や
感
染
性
疾
患
に
よ
る
僧
帽
弁
の
閉
鎖

不
全
症
の
二
者
が
そ
の
大
部
分
を
占
め

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
病
態
に
限
ら
ず
、

手
術
は
悪
く
な
っ
た
弁
を
人
工
弁
（
機

械
弁
、
生
体
弁
）
に
取
り
換
え
る
置
換
術
、

自
分
の
弁
を
温
存
し
修
復
す
る
形
成
術

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
胸
を
開
き
心
臓
を

止
め
て
切
開
す
る
た
め
、
人
工
心
肺
と

い
う
機
械
を
使
用
し
て
心
臓
と
肺
の
代

役
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ

う
な
通
常
の
手
術
で
は
体
へ
の
侵
襲
が

大
き
く
、
高
齢
者
や
重
度
の
合
併
症
を

伴
っ
た
患
者
さ
ん
の
場
合
に
は
危
険
が

大
き
い
と
考
え
ら
れ
、
敬
遠
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

近
年
は
、
外
科
治
療
が
困
難
と
考
え

ら
れ
て
い
た
患
者
さ
ん
に
対
し
、
開
胸

の
必
要
が
な
い
カ
テ
ー
テ
ル
（
細
い

管
）
に
よ
る
弁
の
治
療
方
法
が
あ
り
ま
す
。

代
表
的
な
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
は
、
狭
く

な
っ
た
大
動
脈
弁
を
風
船
で
拡
げ
た
後

に
、
カ
テ
ー
テ
ル
で
人
工
弁
（
生
体
弁
）

を
患
者
さ
ん
の
心
臓
に
留
置
す
る
方
法

で
す
。
こ
の
方
法
を
「
経
カ
テ
ー
テ
ル

大
動
脈
弁
治
療
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
：
タ
ビ
）」

と
言
い
ま
す
。
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
の
治
療
法
（
到

達
法
：
ア
プ
ロ
ー
チ
法
）
は
、
太
も
も

の
付
け
根
の
動
脈
か
ら
弁
を
装
着
し
た

カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
経
大
腿
動
脈

ア
プ
ロ
ー
チ
法
と
、
左
の
肋
骨
の
間
を

小
さ
く
切
開
し
心
臓
の
先
端
（
心
尖
部
）

か
ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
す
る
心
尖
部

ア
プ
ロ
ー
チ
法
な
ど
が
主
な
方
法
で
す
。

　

い
ず
れ
の
方
法
で
も
、
心
臓
を
止
め

ず
に
大
動
脈
弁
の
位
置
に
カ
テ
ー
テ
ル

で
の
人
工
弁
留
置
が
可
能
で
、
直
後
か

ら
患
者
さ
ん
の
新
た
な
弁
と
し
て
機
能

し
、
身
体
へ
の
負
担
が
少
な
く
術
後
短

期
間
で
の
退
院
が
可
能
で
す
。

　

僧
帽
弁
は
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
よ
う
な

形
体
で
、
左
心
室
と
左
心
房
の
間
に
あ
り
、

左
心
室
が
収
縮
し
た
時
に
パ
ラ
シ
ュ
ー

ト
が
張
っ
て
左
心
房
へ
の
逆
流
を
防
い

で
い
ま
す
。
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
は
こ

の
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
の
紐
が
切
れ
た
り
緩

ん
だ
り
す
る
こ
と
に
よ
り
、
布
の
部
分

（
前
尖
や
後
尖
）
が
反
転
し
て
血
液
が
逆

流
す
る
病
態
で
す
。
現
在
は
、
ほ
と
ん

ど
の
症
例
で
形
成
術
が
可
能
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
弁
形
成
法
の
一
つ
で

あ
る
、
弛
緩
部
位
の
前
尖
と
後
尖
の
中

央
部
を
縫
合
す
るAlfieri

法
を
カ
テ
ー

テ
ル
で
行
う
「
経
カ
テ
ー
テ
ル
僧
帽
弁

形
成
術
：M

itraClip 

シ
ス
テ
ム
」 

と

い
う
治
療
法
が
臨
床
応
用
さ
れ
て
き
て

い
ま
す
。
太
も
も
の
付
け
根
の
静
脈
か

ら
カ
テ
ー
テ
ル
を
挿
入
し
、
右
心
房
→

左
心
房
と
進
行
し
て
大
き
な
ク
リ
ッ
プ

で
僧
帽
弁
の
前
尖
と
後
尖
を
く
っ
付
け

る
（
ホ
チ
キ
ス
で
止
め
る
感
じ
）
方
法
で
、

こ
れ
に
よ
り
逆
流
が
消
失
又
は
軽
減
し

ま
す
。
こ
のM

itraClip

シ
ス
テ
ム
を
用

い
た
治
療
法
が
、
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
と
同
様
に

人
工
心
肺
が
使
え
な
い
患
者
さ
ん
の
有

用
な
治
療
法
の
ひ
と
つ
と
な
る
可
能
性

が
出
て
き
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
紹
介
し
た
カ
テ
ー
テ
ル
手
術
は
、

大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全

症
に
限
ら
れ
ま
す
。


